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１. 研究デザイン：P. Ricœur の解釈学的現象学を哲学的基盤としたナラティヴ・アプ
ローチによる質的帰納的研究デザインを用いた。 
２. 研究協力者：精神科看護の経験が 5 年以上，かつ保護室のある病棟での看護経験
が 3 年以上の精神科看護師 15 名とした。 
３. 調査内容：インタビューガイドを用いて各研究協力者に 1 回の半構成的インタビ
ューを実施した。インタビューの内容は，研究協力者の許可を得て IC レコーダー











研究協力者は 15 名（男性 8 名，女性 7 名）であり，精神科病棟での看護経験年数の
平均は 14.3 年（R＝7-25 年）だった。研究協力者一人あたりのインタビューにかかっ





















































２. 保護室でのケア経験のもつ意味として 4 つの観点から示唆を得た。 
３. 精神科看護師としてのアイデンティティが形成されていく過程の特徴として 4 つ
の観点から示唆を得た。 
４．語りを物語として表現したことの意義として 3 つの観点から示唆を得た。 
 
審 査 結 果 の 要 旨 
 



















研究の方法論的基盤として用いた P. Ricœur の『物語的自己同一性』の概念にまで踏
みこんだアイデンティティ概念（または自己同一性概念）の理論的検討が欲しいとこ
ろであった。そのようにすることで、本研究が扱う「アイデンティティ概念」の理論
的位置づけが明瞭となり、一般に知られる Erikson, E. H.のアイデンティティ概念と
本研究で扱うアイデンティティ概念との異同を事前に明確にしておくことができ、考
察をこの観点から深めることにつながったものと思われる。 











































以上により本論文は、学位規則第 4 条第 1 項に定める博士（看護学）の学位を授与
することに値するものであり、申請者は、看護学における研究活動を自立して行うこ
とに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論文審査並びに最終試験に
合格と判定する。 
